
素数の計算による算出方法 

 

 

 前述した「素数の数式」で指摘したように、ユークリッドの素数式を一部変更することで  

すべての素数を数式として現すことが可能となります。 

ここではこの性質を別の角度から考えてみたいと思います。 

 

 すべての自然数のうちで 2の倍数、つまり偶数は下一桁が 2の倍数であり、3の倍数はそ

の数の和が 3 の倍数であり、5 の倍数はその下一桁が０か 5 となります。 

そこで自然数を 30進法で表したとき、2，3，5の倍数の数列を除いた数列は、1、7, 

11、１３，17，19，23，29 の数列であり、これを数式にすると、 

  𝑁 = 15(2𝑘 − 1)−
+2𝑛 

となり、これは前述したユークリッドの素数式を変形したものと同じです。 

つまり 7 以上の素数は上記した 8種類の数列上に存在します。 

 

 そこで具体的に任意の範囲にある素数を算出してみます。 

 

2～１３までの素数の積を P とするとするとき、Ｐ 2 =１５０１５⁄ となります。 

この数値をもとにして±２５６の範囲、１４７５９~１５２７１の間にあるすべての素数を

算出します 

 

 リストＡ  

この間にある 2～13 までの素数の合成数ではない数値を算出します。 

 １５０１５±２= １５０１３    １５０１７ 

 １５０１５±４= １５０１１    １５０１９ 

 １５０１５±８＝ １４９９９    １５０２３ 

 １５０１５±１６＝１４９９９    １５０３１ 

 １５０１５±３２＝１４９８３    １５０４７ 

 １５０１５±６４＝１４９５１    １５０７９ 

 １５０１５±１２８＝１４８８７   １５１４３ 

 １５０１５±２５６＝１４７５９   １５２７１ 

 

１５０１５±１７＊２＝ １４９８１    １５０４９ 

１５０１５±１７＊４＝ １４９４７    １５０８３ 



１５０１５±１７＊８＝ １４８７９     １５１５１ 

１５０１５±１９＊２＝ １４９７７     １５０５３ 

１５０１５±１９＊４＝ １４９３９     １５０９１ 

１５０１５±１９＊８＝ １４８６３     １５１６７ 

１５０１５±２３＊２＝ １４９６９     １５０６１ 

１５０１５±２３＊４＝ １４９２３     １５１０７ 

１５０１５±２３＊８＝ １４８３１     １５１９９ 

１５０１５±２９＊２＝ １４９５７     １５０７３ 

１５０１５±２９＊４＝ １４８９９     １５１３１ 

１５０１５±２９＊８＝ １４７８３     １５２４７ 

１５０１５±３１＊２＝ １４９５３     １５０７７ 

１５０１５±３１＊４＝ １４８９１     １５１３９ 

１５０１５±３１＊８＝ １４７６７     １５２６３ 

１５０１５±３７＊２＝ １４９４１     １５０８９ 

１５０１５±３７＊４＝ １４８６７     １５１６３ 

１５０１５±４１＊２＝ １４９３３     １５０９７ 

１５０１５±４１＊４＝ １４８５１     １５１７９ 

１５０１５±４３＊２＝ １４９２９     １５１８７ 

１５０１５±４３＊４＝ １４８４３     １５１８７ 

１５０１５±４７＊２＝ １４０２１     １５１０９ 

１５０１５±４７＊４＝ １４８２７     １５２０３ 

１５０１５±５３＊２＝ １４９０９     １５１２１ 

１５０１５±５３＊４＝ １４８０３     １５２２７ 

１５０１５±５９＊２＝ １４８９７     １５１３３ 

１５０１５±５９＊４＝ １４７７９     １５２５１ 

１５０１５±６１＊２＝ １４８９３     １５１３７ 

１５０１５±６１＊４＝ １４７７１     １５２５９ 

１５０１５±６７＊２＝ １４８８１     １５１４９ 

１５０１５±７１＊２＝ １４８７３     １５１５７ 

１５０１５±７３＊２＝ １４８６９     １５１６１ 

１５０１５±７９＊２＝ １４８５７     １５１７３ 

１５０１５±８３＊２＝ １４８４９     １５１８１ 

１５０１５±８９＊２＝ １４８３７     １５１９３ 

１５０１５±９７＊２＝ １４８２１     １５２０９ 

１５０１５±１０１＊２＝１４８１３     １５２１７ 

１５０１５±１０３＊２＝１４８０９     １５２２１ 



１５０１５±１０７＊２＝１４８０１     １５２２９ 

１５０１５±１０９＊２＝１４７９７     １５２３３ 

１５０１５±１１３＊２＝１４７８９     １５２４１ 

１５０１５±１２７＊２＝１４７６１     １５２６９   

 

以上 100個の数がリストＡの数値です。 

このリストＡの数は P/2 を起点に、プラスマイナス双方向に等比数列のかたちで広がりま

す。この初項は１及び𝑃
ｎ
より大きい素数又はその組合せとなります。 

  リストＢ 

この間にある数のうち 17 以上の素数同士で合成数を作る数値を計算します。 

１７＊８７７＝１４９０９     １７＊８８１＝１４９７７ 

１７＊８８３＝１５０１１     １７＊８８７＝１５０７９ 

１７＊１９＊４７＝１５１８１   １９＊１９＊４１＝１４８０１ 

１９＊７８７＝１４９５３     １９＊７９７＝１５１４３ 

２３＊６４３＝１４７８９     ２３＊６４７＝１４８８１ 

２３＊６５３＝１５０１９     ２３＊６５９＝１５１５７ 

２３＊６６１＝１５２０３     ２９＊５０９＝１４７６１ 

２９＊５２１＝１５１０９     ２９＊５２３＝１５１６７ 

３１＊４７９＝１４８４９     ３１＊４８７＝１５０９７ 

３１＊４９１＝１５２２１     ３７＊４０１＝１４８３７ 

３７＊４０９＝１５１３３     ４１＊３６７＝１５０４７ 

４３＊３４７＝１４９２１     ４３＊３４９＝１５００７ 

４３＊３５３＝１５１７９     ４７＊３１７＝１４８９９ 

５３＊２８１＝１４８９３     ５３＊２８３＝１４９９９ 

５９＊２５１＝１４８０９     ５９＊２５７＝１５１６３ 

６７＊２２３＝１４９４１     ６７＊２２７＝１５２０９ 

７１＊２１１＝１４９８１     ７９＊１９１＝１５０８９ 

７９＊１９３＝１５２４７     ８３＊１７９＝１４８５７ 

８３＊１８１＝１５０２３     ８９＊１６７＝１４８６３ 

９７＊１５７＝１５２２９     １０１＊１４９＝１５０４９ 

１０１＊１５１＝１５２５１    １０７＊１３９＝１４８７３ 

１０９＊１３７＝１４９９３    １０９＊１３９＝１５１５１ 

１１３＊１３１＝１４８０３ 

 

以上の４５個の数がリストＢとなります。 



次にリストＡの数値からリストＢの数値除いたものが素数。 

 

１４７５９   １４７６７   １４７７１    １４７７９    １４７８３ 

１４７９７   １４８１３   １４８２１    １４８２７    １４８３１ 

１４８４３   １４８５１   １４８６７    １４８６９    １４８７９ 

１４８８７   １４８９１   １４８９７    １４９２３    １４９２９ 

１４９３９   １４９４７   １４９５１    １４９５７    １４９６９ 

１４９８３   １５０１３   １５０１７    １５０３１    １５０５３ 

１５０６１   １５０７３   １５０７７    １５０８３    １５０９１ 

１５１０１   １５１０７   １５１２１    １５１３１    １５１３７ 

１５１３９   １５１４９   １５１６１    １５１７３    １５１８７ 

１５１９３   １５１９９   １５２１７    １５２７７    １５２３３ 

１５２４１   １５２５９   １５２６３    １５２６９    １５２７１ 

 

以上の５５個の数がこの間にある素数です。 

このようにこの計算方法を使うと、任意の区間の素数を容易に算出できます。 

 


